
岩瀬川自然再生プロジェクト
～河川環境の再生と生態環境の保全～

宮崎県 小林土木事務所

河川砂防課長 小牧 利一

対象河川

一級河川
大淀川水系 岩瀬川
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実施
地点

河口からの距離
63k000

猿瀬堰

岩瀬ダム

高岡ダム

実施位置

オオヨドカワゴロモ自生地（指定地）

国道２６８号
至宮崎市

至高原町

岩

瀬

川

谷
之

木
川

Ｎ

位置図

至えびの市

国道２６５号

国道２２１号

岩瀨橋
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実施箇所

落差工

滝

魚道

河川公園

擬岩パネル＆魚道設置 （H9～13）
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擬岩パネル＆魚道設置 （H9～13）

擬岩パネル＆魚道設置 （H9～13）
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• 昭和初期の岩の切り出しが発端

• 緩い砂岩が浸食され崩落

• 毎年1.0ｍの割合で、上流へ後退

• 平成７年河川災害が発生→災害復旧工事

• 河川行政の流れが

「河川環境・自然景観への配慮」へ

• 自然が形成したダイナミックな

「滝の景観」を残したい

• 世界的にも貴重な

「オオヨドカワゴロモ」の生息地を守りたい

5

平成28年11月11日 第14回川の自然再生セミナー



オオヨドカワゴロモとは

・「カワゴケソウ科カワゴロモ」

・見た目はコケだが、花も実もなる高等植物

・流れが速い渓流で生息できるよう、根が葉状
態に変化し、葉が針状に変化

オオヨドカワゴロモとは

・カワゴケソウは、主にインドネシアや中国南部の
熱帯地域に分布
・日本では鹿児島県と宮崎県の一部で確認
・岩瀬川は「世界の北限」であり稀少
・レッドデータブックでは「絶滅危惧ⅠＡ類」

・岩瀨のカワゴロモは、平成１１年に新種「オオヨド
カワゴロモ」と認定
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13

カワゴロモの生息環境

• 流速1.0m/s以上

• 水深0.5～1.0ｍ程度

• 岩盤上を好む

• ＢＯＤ1.0mg/ｌ以下

H27.11.21 毎日新聞

H28.3.1

国天然記念
物指定

H27.11.20

文科省へ答
申
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オオヨドカワゴロモ保全活動

2016/11/30 16

平成８年５月
検討会の開催

• 近自然河川工法の

イヴァン・ニキティン

山脇正俊氏

を迎えて検討会を実施
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近自然河川工法

• １９７０年代から、スイス、ドイツ、オーストリアで
実践

• 地球環境と人とが共生共存するために、「川づく
り」はどうあるべきか

• 人命財産はしっかり守る
• 洪水対策は護岸と堤防だけではない

• 川は自然が創るもの（自然の力を借り、人間が
すべてをしない）。

• 「土木＋生態＋景観」のチームワーク

2016/11/30 18

岩瀬川工法検討委員会
平成８年８月１９日設立

• 各方面の専門家や
地域の代表者から
構成

• 自然環境に配慮し
た工法を検討
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2016/11/30 19

検討委員会の
風景

2016/11/30 20

計画平面図

河川公園
魚 道

擬岩パネル施工箇所

カワゴロモ自生地

カワゴロモ自生地

10

平成28年11月11日 第14回川の自然再生セミナー



平面形状

22

工法について（滝部）

• 「アンカー工法」により、亀裂の入った熔
結凝灰岩を一体化し安定させる。

• 「擬岩パネル工法」により直立した形状、

岩肌、色を再現する。

– パネル支持材の取り付け

– 現地で型取したパネルを張り付け

– 空洞部にガラス繊維を混ぜたコンクリートを
充填
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2016/11/30 23

滝部の標準断面
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工法について（魚道部）

• 滝部と同じ「擬岩パネル工法」を採用

• 「呼び水効果」、「木陰の利用」を考
慮して位置を決定

• さらに、円滑な施工を行うため模型を
製作
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魚道の模型

落差工設置

滝

魚道

河川公園

洗堀防止

落差工

落差工

魚道

13

平成28年11月11日 第14回川の自然再生セミナー



27

施工上の留意点

• 仮締切りにより、流況（流速、水深）が
大きく変化しないように注意した。

• 施工業者を含め、施工上の留意点を
専門家により指導をうけた。

現地型取り
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マスターモデル制作

パネル作成
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アンカー打設

下地鋼材取付け
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下地鋼材取り付け完了

パネル取付け
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裏込めコンクリート打設

表面塗装

18

平成28年11月11日 第14回川の自然再生セミナー



擬岩パネル完成

2016/11/30 38

完成（滝部）
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2016/11/30 39

完成（魚道部）

2016/11/30 40

工事後の評価

• 河川景観
– ダイナミックな景観が残り、地元住民への聞き取

り調査からも実施状況に満足していることが確認
できた。

• 魚 類
– 魚道での魚の遡上が確認された。

• 植 物

– 上流部のカワゴロモの生息状況が確認された。

– 魚道部にカワゴロモの新たな生息が確認された。
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完成から15年経過して
オオヨドカワゴロモの生息範囲拡大

従来の生息範囲

生息範囲の拡大が
確認された範囲

完成から15年経過して
落差工が魚類の遡上を妨
げているのでは
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階段工

公園から河川へのアプローチ

対象箇所

落差工

滝

魚道

河川公園

落差工

×
○
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岩瀬川

河床低下が進行し、左岸側
の洗堀が著しい

現在の状況確認
・魚介類調査を実施（H26.5月、11月、H27.4月）

投 網

タモ網

刺 網

セルビン

刺網
設置

潜水
観察
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オイカワ

アユ（回遊魚）カワムツ

カマツカ ドンコ

タカハヤ

トウヨシノボリ（回遊魚）

確認できた魚類
回遊魚である、アユとトウヨシノボリを確認、多くは
落差工の下流にたまっている。

現在の状況

・魚介類調査を実施（H26.5月、11月、H27.4月）

  回遊魚である、アユとトウヨシノボリを確認、多くは落差工の下流にた
まっている。

・魚が遡上しやすい魚道をつくる

・周辺の景観となじむ魚道をつくる

課題

地元や有識者の意見を取り入れた魚道の設計を行う。

宮崎県川づくりアドバイザーの活用
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宮崎県川づくりアドバイザー制度

川づくり

学識経験者、民間技術者

アドバイザーとして委嘱

・多自然川づくりにおける課題解決
・宮崎らしい河川環境を実現するための助言

宮崎県川づくりアドバイザー制度

①工法選定や設計に関すること

②現場における実施方法等に関すること

③職員の技術力向上に関すること
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アドバイス状況

宮崎県川づくりアドバイザー
・なだらかな魚道にする

・景観に配慮する

・巨石の撤去

・河床低下区間は、護岸前面に

寄せ石を行う

・寄石をし、対岸と類似した複雑な
水際線を形成させる

岩瀬川
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魚道設計のポイント

・様々な魚類が遡上しやすい魚道を整
備するとともに、ダイナミックな景観を
残す。

・魚類が生息しやすい、自然な水際線
を復元する。

・オオヨドカワゴロモへの影響を考慮す
る。

屋

岩
瀬
川

設計（魚道）
水路式スロープ魚道

植石スロープ魚道
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縦断図

根固ブロックスロープ魚道

泳力強

植石スロープ魚道

泳力弱
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○落差工上下流左岸側に捨石

・魚類が生息しやすい環境をつくり、自然な水際線を形成
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○既設魚道部の流量調節

根固ブロック等設置箇所

・魚道入口に流量調節用の

根固ブロック等を設置する。
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今後の課題

①現地の地形等の変化や特性を把握した魚道づ
くりを行う。

④オオヨドカワゴロモを保全するだけでなく、生息範
囲が拡大するような河川環境の整備を検討する。

②魚道部や上下流のモニタリングを定期的に行
い、工事にフィードバックする。

③地域の人たちの参加による河川環境の保全活
動を今後も継続して行っていく。

オオヨドカワゴロモの保全

・平成２７年度 うるおいのある川づくりコンペ九州
大会での助言(H27.9月)

・植物学の専門家からのアドバイス（H27.10月）

  オオヨドカワゴロモは大

変希少な植物であるため、
工事を行う際は慎重に施
工してほしい。

  過去にオオヨドカワゴロモの移植を行ったことが
あるので、参考にしてみてはどうか。
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オオヨドカワゴロモの移植実験

＜経緯＞

ダム建設に伴うオオヨドカワゴロモの移植試験（Ｈ２１～Ｈ２３）

岩瀬川   谷之木川（未自生地）

＜実施場所＞

＜実施内容＞

①岩瀬川の自生地付近に石及びＦＲＰ板を設置
②経過観察し、石及びＦＲＰ板にオオヨドカワゴロモの付着を確認
③石及びＦＲＰ板を支川の谷之木川に再度設置。その後自生を確認

Ｈ２１～２３

オオヨドカワゴロモ自生地（指定地）

自生地拡大の取組

国道２６８号

国
道

２

２

１

号

至宮崎市

至高原町

岩

瀬

川

谷
之

木
川

Ｎ

位置図

至えびの市

浜ノ瀬ダム
H28.9月
湛水開始
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谷之木川

ＦＲＰ板（左：完成、右：加工前）
岩盤に固定したＦＲＰ板

①ＦＲＰ板を薄く加工

②岩瀬川のカワゴロモが自生し
ている箇所へアンカーで固定

③経過観察

④カワゴロモが張り付いた段階で、
取り外し、移植先（谷之木川）へ
再設置

オオヨドカワゴロモの移植実験
Ｈ２１～２３
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ＦＲＰ板

分布図

ＦＲＰ板
(紛失)

谷之木川(H27.10)

10cm

10cm
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谷之木川(H27.10)

谷之木川(H27.10)

34

平成28年11月11日 第14回川の自然再生セミナー



オオヨドカワゴロモの移植（小林土木の取り組み）

＜谷之木川での自生拡大の取り組み（Ｈ２７～２８）＞

・Ｈ２７．１０月 谷之木川に石設置
・Ｈ２８．６月 石にオオヨドカワゴロモの付着確認

自生するポイント
・流速が速い、流速に変化がある
・常に水が流れ、日光も当たる
・きれいな水

谷之木川
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オオヨドカワゴロモの移植（小林土木の取り組み）

＜今後の展開＞

３．谷之木川近隣の小林高校（探求科学コース）と連携し、
継続的なモニタリングを実施

１．オオヨドカワゴロモがより付着しやすい素材の検討

２．魚道等への移植の検討

１．オオヨドカワゴロモがより付着しやすい素材の検討

ポーラスコンクリートブロック

自然石タイル
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魚道

２．魚道等への移植の検討

設置箇所の選定
・岩瀬川
・岩瀬川の支川
・魚道

高校生と合同活動（小林高校_探求科学コース）
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高校生と合同活動（小林高校_探求科学コース）

３．谷之木川近隣の小林高校（探求科学コース）と連携し、
継続的なモニタリングを実施

高校生と合同活動（小林高校_探求科学コース）
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ご清聴ありがとうございました。
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